
関市
関市は、鎌倉時代を起源とする刃物の歴史を持ち、「関の孫六」として全国にその名を知られる有名
な刀匠を生んだ「日本一の刃物のまち」です。関鍛冶伝承館は、そんな関市に古来より伝わる匠の技
を、映像・資料・展示により紹介しています。１階は、関鍛冶の刀剣づくりの歴史・作刀技法・研ぎ
や柄巻きなどの刀装技法を紹介し、特に、刀剣展示室には、伝承の美・古刀や現代刀がきらびやかに
飾られています。さらに２階には、ハサミ、包丁などの近現代の刃物から、国内外の著名なカスタム
ナイフ作家による手作りナイフに至るまで、刃物の貴重な資料を展示しています。また、刀匠による
古式日本刀鍛錬の実演や研ぎなどの外装技術の一般公開をしています。ぜひ、関に花開いた多様な刃
物文化の魅力を体験してください。

最寄ICから：東海環状自動車道「富加関」ICより10分
最寄駅から：長良川鉄道「刃物会館前」駅から徒歩３分

9：00～16：30

火曜日、祝日の翌日

大人/200円・小中学校/100円
（団体割引20名以上　大人/150円・小中学校/50円）
※ただし一般公開日と11月８日（いい刃の日）は無料

普通車　　20台
大型バス　最大４台（無料）

・施設職員が案内します。（要予約）
・見学時間約40分。

見学の概要

平成14年10月８日　リニューアルオープン
面積1,096.05㎡（１階：734.84㎡、２階：361.23㎡）

●１階 グラスビジョン映像・関鍛冶の歴史・作刀技法・刀
剣展示室
●２階 パソコンクイズコーナー、ナイフ等の展示
日本刀鍛錬場、刃物塚（不用な刃物を貴重な資源としてリ
サイクルします。不用な刃物をいれてください。）

施設隣には「濃州関所茶屋」があり、「フェザーミュージア
ム（カミソリ文化伝承館）」、「刃物会館」へも歩いて行けま
す。（約300mの距離）

施設案内

・エレベーター有、入口スロープ対応。
・施設は、バリアフリー対応しています。

※古式日本刀鍛錬及び外装技能一般公開（実演）の日時
・打初め式：毎年１月２日　10:00～
定例一般公開：３、４、６、11月の第１日曜日
10:00～、13:30～、14:30～
・刃物まつり一般公開　毎年10月第２土・日曜日
10:30～、13:30～、15:00～

見学にあたって

関鍛冶伝承館

交　　通

開館時間

休 館 日

利用料金

駐 車 場

SEKI

所在地：501-3857 岐阜県関市南春日町9-1
TEL ：0575－23－3825（関鍛冶伝承館）

0575－22－3131㈹（商業観光課）
FAX ：0575－23－7741（関市商業観光課・関市観光協会）
E-mail：info@sekikanko.jp
URL ：http://sekikanko.jp
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関市
企業博物館「フェザーミュージアム」は、日本で唯一のカミソリ文化伝承館です。古いカミソリや
床屋の道具など約5000点を展示し、カミソリの科学コーナー、映像ホール、体験工房、「自分の顔にひ
げがはえたらどうなるの？ヒゲビジョンコーナー」、「ひげ博士のマジックビジョン」、「カミソリの製
造加工見学」など、見て触れて楽しみながら刃物を学ぶコーナーがいっぱいあります。昨今、青少年
の刃物を使った事件が相次ぎ、生活の道具である刃物について誤った認識があります。ぜひ、毎日の
生活に欠かせない刃物について、楽しく学んでみませんか？

最寄ICから：東海環状自動車道「富加関」ICより10分
最寄駅から：長良川鉄道「刃物会館前」駅から徒歩２分

9：00～16：00（最終入場時刻）

毎週火曜日

無料

普通車　　10台
大型バス　３～４台（無料、要予約）

・施設専属職員が、施設を案内。見学所要時間は約１時間。
（映像ホールによる映像を含む）
※ただし、７名以上の団体は事前に予約必要

見学の概要

●１階 関市観光案内コーナー、映像ホール、ひげそりコー
ナー、体験工房、ミュージアムショップ、ヒゲビジョン、
レストコーナー。
●２階 ヒゲとカミソリの歴史、ヒゲとカミソリの科学、カ
ミソリの製造工程、床屋の歴史など数々の映像や貴重な資
料を展示。

１階に、刃物グッズの販売コーナー・飲食休憩コーナー有。

施設案内

・施設内はバリアフリーに対応。エレベーター及び身障者用
トイレ完備。
・施設周辺は、関市の刃物の観光拠点となっており、「関鍛
冶伝承館」、「濃州関所茶屋」、「刃物会館」などの施設が周
辺300mに有り、歩いて散策可能である。

見学にあたって

フェザーミュージアム
「カミソリ文化伝承館」

交　　通

開館時間

休 館 日

利用料金

駐 車 場

SEKI

所在地：501-3873 岐阜県関市日ノ出町1-17
TEL ：0575－22－1923
FAX ：0575－22－1923
E-mail：f-museum@titan.ocn.ne.jp
URL ：http://www.feather.co.jp/jMuseum.htm
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関市
関市は古くから東西交通の要衝にあり、京都と飛騨の分岐点として栄えました。また、「関」の名は、
この地に「関所」が置かれたことによるとされています。濃州関所茶屋は、施設のシンボルである関
所風の冠木門をくぐると、常夜灯や朝市屋台が並びます。建物内には、地場野菜の販売・関市の特産
品を販売する物産ショップ、鉛筆削り体験・円空彫り・ウッドカービングなどが体験できるイベント
工房、関市の観光文化を紹介する大型ビジョンや観光施設などをパソコン検索ができる情報サロン、
郷土野菜や郷土特産の味覚を堪能できる郷土料理の店「ふいご」があります。関市散策の休憩所とし
て、大いに利用をしてください。

最寄ICから：東海環状自動車道「富加関」ICより10分
最寄駅から：長良川鉄道「刃物会館前」駅から徒歩３分

9：00～16：30

火曜日・祝日の翌日

無料（ただし、イベント工房の利用は材料代実費負担有）

普通車　　５台
大型バス　無（ただし、隣接施設「関鍛冶伝承館」に大型

バスの駐車可能）

・郷土料理の店「ふいご」の多人数利用は要予約。
・イベント工房の体験プログラムは、問い合わせ・要予約。

見学の概要

敷地　998.64㎡、休憩所273.09㎡

●郷土料理の店「ふいご」 79.34㎡
掘りごたつ式24席・イス８席
●朝市販売所　9.91㎡
●屋台 1.35㎡
●冠木門
関所風ゲート大・小
●施設前広場

施設案内

・施設内広場でも休憩可能　施設内には身障用トイレ有。
・隣接施設は、関鍛冶伝所館。また、フェザーミュージアム
や刃物会館が周辺にあり散策可能（徒歩２分）。

見学にあたって

濃州関所茶屋

交　　通

開館時間

休 館 日

利用料金

駐 車 場

SEKI

所在地：501-3857 岐阜県関市南春日町9-1
TEL ：0575－23－9922（濃州関所茶屋）

0575－22－3131㈹（関市商工観光課）
FAX ：0575－23－7741（関市商業観光課・関市観光協会）
E-mail：info@sekikanko.jp
URL ：http://sekikanko.jp
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